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投　票　所 有権者数 投票者数 投票率
真崎コミュニティセ
ンター（第１投票区） 2,140人 1,047人 48.93％

村松コミュニティセ
ンター（第２投票区） 1,744人 988人 56.65％

中丸コミュニティセ
ンター（第３投票区） 2,179人 1,204人 55.25％

東 海 村 役 場（第 ４
投票区） 2,685人 1,111人 41.38％

外宿２区自治集会
所（第５投票区） 1,427人 676人 47.37％

石神コミュニティセ
ンター（第６投票区） 2,300人 1,204人 52.35％

亀下区自治集会所
（第７投票区） 1,042人 525人 50.38％

白方コミュニティセ
ンター（第８投票区） 3,158人 1,557人 49.30％

村 松 幼 稚 園（第 ９
投票区） 1,966人 922人 46.90％

東海村合同庁舎２
号館（第10投票区） 3,249人 1,278人 39.34％

中 央 公 民 館（第11
投票区） 1,755人 999人 56.92％

舟石川コミュニティセ
ンター（第12投票区） 2,577人 1,310人 50.83％

須和間幼稚園仮園
舎（第13投票区） 2,097人 964人 45.97％

営農生活改善セン
ター（第14投票区） 1,404人 638人 45.44％

期日前投票 ― 3,266人 ―

合　　計 29,723人 17,689人 59.51％

得票数 候 補 者 氏 名
（ 戸 籍 名 ）

所属党派
（現･新の別）

当選 1,745 越智　たつや
（越智　辰哉）

民主党
（現 職）

当選 1,690 よしだ　充宏
（吉田　充宏）

無所属 
（新 人）

当選 1,115 武部　しんいち
（武部　愼一）

無所属
（新 人）

当選 1,040 あいざわ　一正
（相沢　一正）

無所属
（現 職）

当選 979 岡崎　さとる
（ 岡 崎 　 悟 ）

公明党
（現 職）

当選 934 江 田 　 五 六
（江田　五六）

無所属
（現 職）

当選 924 植木　しんじ
（植木　伸寿）

公明党
（新 人）

当選 878 かわの　健一
（河野　健一）

無所属
（現 職）

当選 844 大内　のりお
（大内　則夫）

無所属
（現 職）

当選 823.113
村上　たかし

（ 村 上 　 孝 ）
無所属

（現 職）

当選 804 とびた　静幸
（飛田　静幸）

無所属
（現 職）

当選 734.886
村上　くにお

（村上　邦男）
無所属

（現 職）

当選 721 照 沼  昇
（ 照 沼 　 昇 ）

無所属
（新 人）

当選 711.110
川崎　かずのり

（川﨑　和典）
無所属

（新 人）

当選 699 大名　みえ子
（大名　美惠子）

日本共産党
（現 職）

当選 595 鈴木　のぼる
（ 鈴 木 　 曻 ）

無所属
（現 職）

当選 591 とよしま　寛一
（豊島　寛一）

無所属
（現 職）

当選 569.889
川崎　あつ子

（川﨑　篤子）
日本共産党
（現 職）

当選 532 ますい　文夫
（舛井　文夫）

無所属
（現 職）

当選 483 え り 　 い つ
（恵利　いつ）

無所属
（現 職）

120 ホリエ　トシユキ
（堀江　俊之）

無所属
（新 人）

執行年次 投票率 執行年次 投票率
昭和55年 91.95％ 平成８年 76.71％
昭和59年 89.10％ 平成12年 73.12％
昭和63年 87.60％ 平成16年 69.01％
平成４年 83.50％ 平成20年 67.00％

※候補者氏名の敬称は省略しました。得票数の小数点は、投票用
紙に同一の「氏」のみが記載されていた有効投票を候補者の有効投
票数に応じてあん分して加えたものです。

候補者別の得票数 投票所別の投票状況

過去の投票率

「東海村議会議員一般選挙」の
開票結果をお知らせします
「東海村議会議員一般選挙」の
開票結果をお知らせします
　任期満了に伴う「東海村議会議員一般選挙」（定数20人）が１月17日に告示され、１月22日の午前７時
から午後８時まで村内14か所の投票所で投票が行われました。同日午後９時から、総合体育館で開票
が行われ、午後10時25分、新しい議員が決まりましたので、その結果をお知らせします。
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「位置情報通知システム」の導入で
迅速な出動体制を図ります

■問い合わせ　消防課消防担当（☎282-2038）

　東海村とひたちなか市では、消防･救急業務の体制強化を図るため、４月１日から広域的に業務
を行います。それに伴い、東海村消防本部の通信指令業務が「ひたちなか･東海広域事務組合消防本
部」（ひたちなか市笹野町）に移るとともに、新しい指令システム（位置情報通知システム）を導入し、
迅速な出動体制を図ります。

東海消防署

出動体制
を強化

▼広域化後の東海村消防署はどうなるの？

広域化前 広域化後（４月１日以降）

名 称 東海村消防署 東海消防署
消防署員数 43人 44人（１人増）

車 両 数 消防車両６台
救急車両３台

消防車両６台（変更なし）
救急車両３台（変更なし）

●署員を１人増やして体制を強化　～場所は現在と変わりません～

　４月１日以降も、東海村消防署は東海消防署として、人員を増加し、出動体制を強化していきま
す。なお、危険物の届出等、一部の届出は窓口が変更になります。届出等を行う際は事前にお問い
合わせください。

ひたちなか市との広域的な消防業務の実施に向けて

●119番通報の受け付け場所が変わります

～通報の仕方や内容はこれまでどおり～

　東海村から発信された119番通報は、「ひた
ちなか･東海広域事務組合消防本部通信指令
課」で受信することになりますが、通報の仕方
や内容は変わりません。

▼「位置情報通知システム」とは

●通報者の場所を迅速に特定します

　「位置情報通知システム」は、固定電話や携
帯電話から119番通報をした場合に、音声通
報と併せて通報者の位置が指令台の地図に表
示されます。通報者が自分の居る場所をうま
く伝えることができない場合も、通報者の位
置情報が指令台の地図に表示されるため、出
動までの時間短縮が図れます。
■対応機種	 ①固定電話 ②携帯電話…ドコ
モ（ＦＯＭＡ）、ａｕ（ＷＩＮ）、ソフトバンク
（３Ｇ）※携帯電話の場合は、電波の条件等に
より、位置情報を詳しく聞く場合があります。

ひたちなか･
東海広域事務
組合消防本部

通報の
受信

　「位置情報通知システム」の導入に伴い、指令員の習熟等を図るため、
先行して、３月２日（金）の正午からひたちなか市消防本部内で119番通
報の受信を開始します。なお、通報の仕方等はこれまでと変わりません。

▼何が変わるの？

常陽銀行

勝田駅

国営ひたち海浜公園

国道245号

至･佐和駅至･水戸駅

ひたちなか
市役所

JR常磐線

▼３月２日から119番通報の受信場所が変わります

現･ひたちなか市消防本部
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【表①】人口と高齢化の推移

平成12年度 平成15年度 平成18年度 平成21年度 平成22年度
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　　総人口（人）　　　65歳以上人口（人）　　　　高齢化率（％）
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4,622 5,430 6,482 7,476 7,637
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超
高
齢
社
会
を
目
前
に･･･

【
表
①
】

　

介
護
保
険
の
被
保
険
者
は
、「
第
１

号
被
保
険
者
」（
65
歳
以
上
の
方
）と「
第

２
号
被
保
険
者
」（
40
歳
か
ら
64
歳
で
医

療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
）に
分
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
東
海
村
に
お
け
る
第

１
号
被
保
険
者
数
は
７
６
３
７
人（
平

成
22
年
度
末
現
在
）で
、
11
年
前
と
比

べ
て
65･

２
％
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
化
率
も
６･
８
％
上
昇
し
、

20･

２
％
と
な
り
、
超
高
齢
社
会
に
突

入
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

介
護
認
定
を
受
け
る
方
も
年
々
増
加　

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
被
保
険

者
が
、介
護
が
必
要
な
状
態
に
あ
る
か
、

ま
た
、
ど
の
程
度
必
要
か
を
判
定
す
る

「
要
介
護
認
定
」は
、
心
身
の
状
況
に

よ
っ
て「
要
支
援
１
」か
ら「
要
介
護
５
」

ま
で
の
７
段
階
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

　

東
海
村
で
平
成
22
年
度
に
支
援
が
必

要
も
し
く
は
介
護
が
必
要
で
あ
る
と
認

定
さ
れ
た（
介
護
認
定
を
受
け
た
）第
１

号
被
保
険
者
は
９
６
６
人
で
、
11
年
前

の
約
２･

５
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
費
用
負
担
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
？

　

要
介
護（
要
支
援
）認
定
者
が
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
と
き
の
費
用
は
、

▽
利
用
者
本
人
が
負
担
す
る
サ
ー
ビ
ス

利
用
料
▽
被
保
険
者
が
納
付
す
る
介
護

保
険
料
▽
国
や
県
、
村
が
負
担
す
る
公

費
―
―
の
３
つ
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
介
護
を
み
ん
な
で
支

え
よ
う
と
、
平
成
12
年
４
月
に
導

入
さ
れ
た「
介
護
保
険
制
度
」―
―

こ
の
制
度
は
、
65
歳
以
上
で
要
介

護
認
定
を
受
け
た
方
や
、
40
歳
か

ら
64
歳
ま
で
の
特
定
疾
病
を
患
う

方
な
ど
が
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
も
の
で
、
40
歳
以
上
の

方
の
介
護
保
険
料
と
税
金
に
よ

り
、
市
町
村
ご
と
に
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

制
度
導
入
後
11
年
あ
ま
り
を
経

て
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
給
付
費

は
全
国
的
に
増
加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
お
り
、
東
海
村
で
も
同
様

の
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
今
日
ま
で
の

東
海
村
介
護
保
険
事
業
の
実
施
状

況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

介
護
保
険
料
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
？

　
～
東
海
村
介
護
保
険
事
業
の
実
施
状
況
～

（人） （%）

いもジイ
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介
護
保
険
料
は
、
４
月
に
お
知
ら
せ
し
、

一
人
ひ
と
り
の
金
額
は
、
基
準
額
と
調

整
率（
負
担
能
力
に
応
じ
て
６
段
階
に
区

分
）に
よ
り
計
算
し
て
通
知
し
ま
す
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
に
は

　

介
護
福
祉
課（
役
場
行
政
棟
１
階
）ま

た
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
な
ご

み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）で
要
介
護

認
定
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

後
、
村
の
職
員
が
自
宅
や
病
院
な
ど
を

訪
問
し
、心
身
の
状
態
を
調
査
し
ま
す
。

こ
の
調
査
結
果
と
主
治
医
の
意
見
書
に

基
づ
き
、「
東
海
村
介
護
認
定
審
査
会
」

で
介
護
の
必
要
度
を
審
査･

判
定
し
、

「
自
立
」「
要
支
援
１
・
２
」「
要
介
護
１
～

５
」の
認
定
を
し
ま
す
。
認
定
の
結
果

に
応
じ
て
、
希
望
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

介
護
福
祉
課
介
護
保
険
担
当（
☎
282

局
１
７
１
１ 

内
線
１
１
６
３
）

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
と

保
険
給
付
費
が
急
増【
表
②
】

　

平
成
22
年
度
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
者（
１
か
月
当
た
り
）は
８
６
５
人

で
、
11
年
前
の
約
３･

４
倍
と
急
増
し

て
い
る
の
に
併
せ
て
、
保
険
給
付
費
も

年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

保
険
給
付
費
と
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
掛
か
る
費
用
の
う
ち
、
利
用
者
本
人

が
負
担
す
る
サ
ー
ビ
ス
利
用
料（
１
割
）

を
除
い
た
経
費（
９
割
）の
こ
と
で
、
介

護
保
険
者（
東
海
村
）に
よ
っ
て
支
払
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
利
用
者
が
多
い
居
宅
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
保
険
給
付
費
は
10
年
前
の
約
４

･

２
倍
、
続
く
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
は

約
２･

１
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
計
画（
第
５
期
）を

策
定
中
で
す
　

　

介
護
保
険
法
で
は
、
市
町
村
が
介
護

保
険
事
業
を
円
滑
に
運
営
し
て
い
く
た

め
の「
介
護
保
険
事
業
計
画
」を
３
年
ご

と
に
策
定
す
る
よ
う
定
め
て
お
り
、
村

で
は
現
在
、
平
成
24
年
度
か
ら
の
３
か

年
を
計
画
期
間
と
す
る
第
５
期
計
画
の

策
定
作
業
を
学
識
経
験
者
や
住
民
の
皆

さ
ん
と
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
で

３
か
年
の
サ
ー
ビ
ス
必
要
量
を
見
込
み
、

併
せ
て
65
歳
以
上
の
方
が
納
付
す
る
介

護
保
険
料
を
見
直
し
ま
す
。
決
定
し
た

●居宅介護サービス…自宅等で生活する要介護者が利用する介護サービス。訪問介護、訪問入浴介
護、訪問看護、居宅療養管理指導、通所介護、通所リハビリテーション、短期入所生活介護、福
祉用具貸与、特定福祉用具購入、住宅改修等があります。

●施設介護サービス…介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）や介護老人保健施設などの介護保険
施設に入所し、食事･入浴･排せつ等の介護、相談、機能訓練等の提供を受ける介護サービス。

●地域密着型サービス…「居宅介護サービス」と「施設介護サービス」の中間に位置付けられる介護
サービス。要介護者が家庭に近い住環境の中で共同生活を営みつつ、日常生活上の支援や機能訓
練等を受ける認知症対応型共同生活介護（グループホーム）等があります。

介
護

サ
ー
ビ
ス

介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス

要
介
護

１
～
５

要
支
援

１･

２

自
立

介
護
予
防

事
業

要
介
護
状
態
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス

10

8

6

4

2

【表②】サービス系統別介護給付費の推移

　　居宅介護サービス
　　施設介護サービス
　　地域密着型サービス
　　その他高額介護サービス等

3.10

5.04

2.02

4.31
4.95

6.33
6.585.65

7.72
8.42

1.231.260.75
0.070.02 0.940.890.640.000.00

（億円）

平成12年度 平成15年度 平成18年度 平成21年度 平成22年度
0
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茨城県市町村総合事務組合では、平成24年度
「県民交通災害共済」の加入申し込みを受け付けて
います。これは、年一定額の会費を支払うと、加
入者が交通事故でけがや死亡した場合、その度合
いに応じて見舞金が支払われる制度で、平成23
年９月現在、村では約5,500人が加入しています。

いざというときに見舞金を受け
取ることができる「県民交通災害
共済」に、ご家族おそろいで、ぜひ
ご加入ください。

●大人…900円／人
●中学生以下（平成24年４月１日現在）…500円

／人 ※村では、平成24年４月１日で４歳以上
中学生以下の方と、70歳以上の方を対象に、
会費の半額を助成します。該当する方は、必
ず印鑑をお持ちください。

●死亡…100万円
●最低治療実日数３日以上の傷害…２万円

　日本国内の道路上を通行中の自動車、バイク、
自転車等の接触･衝突･転落･転覆事故等による
人の死傷

　４月１日から平成25年３月31日までの１年間
※途中加入の場合は、申し込みの翌日から平成
25年３月31日までとなります。

　環境政策課（役場行政棟４階）に▼会員証▼運
転免許証（免許の必要な車両を運転中に事故を
起こしたとき）▼交通事故証明書（自動車安全
運転センター所長発行のもの ※この交通事故
証明書のない事故に基づく請求は、指定の「事
故申立書」を使用し、最高９等級（３万円）まで

（「災害区分別見舞金額一覧」参照）の支給となり
ます。）▼診断書（医師の診断書や柔道整復師･は
り師･きゅう師等の施術証明書 ※カイロプラク
ティックなどは、診療行為から除外されます。）
――をお持ちの上、ご請求ください。

会費（１年間）

万一のときの見舞金

対象となる交通事故

共済期間

見舞金の請求手続き

※次のような事故の場合、共済見舞金の全部ま
たは一部が給付されませんので、ご注意くだ
さい。①会員または見舞金受取人の故意によ
る事故　②会員が無免許･酒気帯び運転中に
生じた事故またはその事実を承知で同乗して
いた事故　③地震･洪水･暴風･その他の天災
によって生じた事故　④正当な理由なく医師
の指示に従わなかったとき　⑤会員または見
舞金受取人の重大な過失による事故　⑥法令
に違反し、茨城県市町村総合事務組合長が不
適切と認める事故

環境政策課備え付けの「県民交通災害共済加
入申込書」に必要事項を記入の上、会費を添え
て、環境政策課生活･安全担当（☎282-1711 内
線1455）へ申し込みください（平成23年度の会
員証がある方はお持ちください）。申し込みは
年間を通して随時受け付けています。なお、出
張受け付けも行います。

《出張受け付け期日等》

等級 災害区分 見舞金額
１ 死　　亡 100万円
２ 治療実日数181日以上の傷害 30万円
３ 治療実日数151日以上の傷害 25万円
４ 治療実日数121日以上の傷害 20万円
５ 治療実日数  91日以上の傷害 15万円
６ 治療実日数  61日以上の傷害 10万円
７ 治療実日数  41日以上の傷害 8万円
８ 治療実日数  21日以上の傷害 6万円
９ 治療実日数  ８日以上の傷害 3万円
10 治療実日数  ３日以上の傷害 2万円

身障 身体障害者１級･２級該当 50万円

災害区分別見舞金額一覧

県民交通災害共済
家族 ってそろ

加入しましょう

期　日 時　間 場　所
２月17日（金）13：30 ～15：00舟石川コミュニティセンター

２月20日（月）
10：00 ～ 11：30白方コミュニティセンター

13：30 ～15：00村松コミュニティセンター

２月21日（火）
10：00 ～ 11：30真崎コミュニティセンター

13：30 ～15：00石神コミュニティセンター

２月22日（水）13：30 ～15：00中丸コミュニティセンター

●申し込み・問い合わせ●

加入しましょう
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水は限りある資源です。各家庭でできる節水方法を紹介しますのでご協力ください。

　▼蛇口の開け閉めをこまめに行う▼うがいはコップを使って行う▼お風呂の残り湯で洗
濯を行う▼洗車は水をバケツにくんで行う――など、心掛けてみましょう。

取水口 取水ポンプ

導水管

沈砂池 薬品混和池 凝集沈でん池 急速ろ過池
送水ポンプ井

配水ポンプ

配水池
消毒液苛性ソーダ

凝集剤活性炭

調圧水槽

消毒液
注入機室

　私たちが何げなく使っている水道――蛇口をひねればいつでも水を使うことができます。当
たり前のように使用している水ですが、どのように作られ、運ばれてくるのか考えてみたこと
がありますか？　シリーズで紹介する２回目は外宿浄水場で水ができるまでをお伝えします。

知っていますか？　私たちの水について②

●問い合わせ	 水道課業務担当（☎282-1711 内線1152）

外宿浄水場
～水はどうやって作られているの？～

11ポンプの圧力を
利用して各家庭
などへ飲料水を
送り出します。

　東海村の水は、久慈川から取り入れた水を外宿浄水
場でごみなどを取り除いたり、滅菌したりと多くの手
間と費用が掛かった後、飲料水に変わるのです。
　村では、各家庭などへ安定した水の供給をするために、
外宿浄水場施設内の点検や修繕等を行いながら水処理
を行っています。毎日、何げなく使っている水ですが、
その水を作ることは決して簡単ではありません。取水か
ら供給までに至る浄水処理や水質検査の工程を経て、初
めて安全で安定した水を送り出すことができるのです。

引っ越しの際は、水道課で手続きが必要です
　引っ越し等により、水道を止めたり、
使い始めたりする場合は、水道課（役場
議会棟１階）にお越しの上、手続きをし
てください。※電話による手続きはでき
ません。
●水道を止めたい（転出等）　原則、水道
を止める日の１週間前までに、印鑑を持
参し、水道課備え付けの「中止届」に必
要事項を記入の上、申し込みください。

●水道を使い始めたい（転入等）　原則、
水道を使い始める日の１週間前まで
に、印鑑を持参し、水道課備え付けの
「開始届」に必要事項を記入の上、申し
込みください。
●その他　▼代理の方が手続きをする場
合は、代理の方の印鑑が必要となります。
▼「中止届」と「開始届」は、村公式ホーム
ページからダウンロードできます。

８･９･10飲料水に変わった
水をためて各家庭などへ送
り出す準備をします。

飲
料
水

久
慈
川

７再度、消毒液を
入れて飲料水に
変える最終作業
をします。

５薬品を混ぜた水中の
泥などを沈め、汚れ
を取り除きます。

６小石や砂に水を通し
て細かい汚れを取り
除きます。

３水に混じっている砂や
ごみを取り除きます。

４凝集剤や消毒液を入
れてかき混ぜます。

昭和52年から稼動し続けている“外宿浄水場”
（さまざまな部分で老朽化が目立ち始めました）

１久慈川から水を取り
入れます。

２水を外宿浄水場へく
み上げます。
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災害に関する
お知らせ
～東北地方太平洋沖地震関連のお知らせ～

●申請期限	 平成25年４月10日まで
●対　　象	 ▼住家が全壊、大規模半壊した方
▼半壊または敷地被害により、やむを得ず住家
を解体した方 ※詳細はお問い合わせください。
●問 合 せ	 社会福祉課地域福祉推進担当（内
線1184）

「被災者生活再建支援金」（基礎支援金）の
申請期限を１年延長します

３月30日（金）までに申請して
ください
●「茨城県災害見舞金」
●「東日本大震災義援金」

「茨城県災害見舞金」
■対　　象	 住家が半壊（ただし、半壊した住

家を解体し、「被災者生活再建支援金」を申
請する方を除く）または床上浸水した方

「東日本大震災義援金」
■対　　象	 住家が全壊、大規模半壊、半壊し

た方 ※対象者には個別に申請の案内をして
いますが、案内が届いていない場合はお問
い合わせください。

申し込み・問合せ
　社会福祉課地域福祉推進担当（内線1184）  
※申請には「り災証明書」の添付が必要です。

　

１
月
25
日
、
村
と
三
重
県
菰こ

も

の野

町
は「
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応

援
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
地
震
や
豪
雨
等
、

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
に
、
飲
料
水
や
食
料
、
生
活
必
需

物
資
の
供
給
の
ほ
か
、
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
、
高
齢
者

や
障
が
い
者
等
の
要
援
護
者
を
中
心
と
し
た
避
難
者
の
受
け
入

れ
を
行
う
な
ど
、
両
町
村
の
応
援
体
制
を
強
化
す
る
た
め
に
結

ば
れ
た
も
の
で
す
。ま
た
、今
後
は
、災
害
時
の
み
な
ら
ず
、ス
ポ
ー

ツ
や
文
化
等
の
交
流
の
契
機
に
も
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

２
月
１
日
、
村
と
茨
城
県
石
油

商
業
組
合
ひ
た
ち
な
か
支
部
東
海

班
に
加
入
す
る
６
社
は「
災
害
時
に

お
け
る
燃
料
等
の
供
給
協
力
に
関

す
る
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。
こ

の
協
定
に
よ
り
、大
規
模
な
風
水
害
、

地
震
、
そ
の
他
の
災
害
が
発
生
し

た
際
に
、
災
害
対
応
車
両
や
避
難

所
等
へ
の
燃
料
供
給
が
優
先
的
に

行
わ
れ
、
災
害
対
応
活
動
や
被
災

者
救
援
活

動
を
迅
速

か
つ
円
滑

に
進
め
ら

れ
る
こ
と

が
期
待
さ

れ
ま
す
。

②
石
油
商
業
組
合
東
海
班
と

“
燃
料
等
の
供
給
協
力
協
定
”

①
三
重
県
菰
野
町
と

“
相
互
応
援
協
定
”

【
協
定
に
お
け
る
支
援
内
容
】

▼
食
料
や
飲
料
水
、
生
活
必
需
物
資
と
そ
の
供
給
に
必
要
な

資
機
材
の
提
供

▼
被
災
者
の
救
出
、
医
療
、
防
疫
、
施
設
の
応
急
復
旧
等
に

必
要
な
資
機
材
と
物
資
の
提
供

▼
救
援
や
救
助
活
動
に
必
要
な
車
両
等
の
提
供

▼
救
助
や
応
急
復
旧
に
必
要
な
職
員
の
派
遣

▼
避
難
が
必
要
な
被
災
者
の
受
け
入
れ

▼
役
場
の
機
能
確
保
の
た
め
に
必
要
な
施
設･

設
備
の
提
供

▼
そ
の
他
、
要
請
の
あ
っ
た
も
の

災
害
時
の「
応
援
体
制
」を
強
化
す
る
た
め
に･･･

【
協
定
６
社
】

▼
株
式
会
社
井
坂
石
油
店
▼
佐
藤
石
油

株
式
会
社
▼
砂
押
ア
グ
リ
ン
株
式
会
社

▼
株
式
会
社
照
沼
商
事
▼
有
限
会
社
東

海
河
野
石
油
▼
舛
井
石
油

50km

菰野町

●四日市市

●名古屋
●京都

●大阪

菰野町は三重県の北部
に位置し、西側は鈴鹿
国定公園に指定された
山々、東側の平野部に
は田園が広がっていま
す。人口は４万1,156
人（平成23年12月31日
現在）です。

菰野町って
どんなところ？

■
問
い
合
わ
せ	

☎
282
局
１
７
１
１ 

①
…
政
策
推
進
課
秘
書
担
当（
内
線

１
３
０
１
） 

②
…
財
務
課
管
財･

検
査

担
当（
内
線
１
３
８
６
）

東海村

菰野町長の石原正敬さんと協定書
を交わしました

東海班長の舛井忠さん（舛井
石油）と協定書を交わしました
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　これまで、村の国民健康保険の財政状況に
ついては、医療費が増え続けているため非常
に苦しい状況にあることをお知らせしてきま
した。
　村の国民健康保険が負担する医療費（保険
給付費）は、平成19年度には16億6,336万円
でしたが、平成22年度には19億636万円と
３年間で２億4,300万円増加しており、さら
に平成23年度は19億7,000万円を超える見
込みとなっています。

　この医療費（保険給付費）の支払いは、国等
から交付される国庫支出金や皆さんが納める
国民健康保険税を主な財源としています。こ
れまでは、これに村の一般会計から財源を繰
り入れることにより医療費の増加に対応して
きましたが、この一般会計からの繰入金も多
額になり、今後は、これまでのように財源を
繰り入れることが難しい状況にあります。
　この医療費の増加は、病気が重症化する前
に治療する、不必要な薬はもらわない、重複
していくつもの病院にかからないなど、皆さ
ん一人ひとりの心掛けで、ある程度抑えるこ
とができます。
　医療費を大切に使うためにも、健康管理に
心掛けましょう。

その③ 医療費（保険給付費）の推移

国保だより
保健年金課国保年金担当（☎282-1711 内線1133）

医療費（保険給付費）の支払い状況

2,000,000,000

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

1,831,932,058
1,906,367,475

1,973,963,000
（見込み額）

1,663,365,043
1,710,287,691

1,500,000,000

1,000,000,000

500,000,000

0

応
援
職
員
を
紹
介
し
ま
す
！

■
問
合
せ
　
人
事
課
人
事
担
当（
内
線
１
３
２
２
）

　

８
月
１
日
か
ら
、
交
代
で
来
村
し
、
災
害
の
復

旧
に
従
事
し
て
い
る
応
援
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。

建
設
水
道
部
下
水
道
課
へ

三
重
県
菰
野
町

都
市
整
備
課

係
長
　
渡わ

た

な

べ辺
　
俊と

し
ゆ
き之

さ
ん

期
間
：
１
月
１
日
～
２
月
29
日

（円）

建
設
水
道
部
道
路
整
備
課
へ

島
根
県
松
江
市

建
設
部
下
水
道
工
務
課

副
主
任
　
高た

か

ぎ木
　
晃あ

き

お雄
さ
ん

期
間
：
１
月
５
日
～
31
日

東
海
村
で
の
勤
務
を
終
え
て
▼
非
常
に
短
い
期
間
で

し
た
が
、
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
た
で
し
ょ
う
か
？

　

松
江
市
で
は「
縁
結
び
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
東
海
村
と
松
江
市
の
良
き

“
縁
”が
今
後
と
も
続
く
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

三
重
県
菰
野
町
職
員
が
引
き
続
き
応
援

　

５
月
10
日
か
ら
、
村
の
災
害
復
旧
を
応
援
す
る

た
め
、
島
根
県
松
江
市
か
ら
交
代
で
来
て
い
た
応

援
職
員
の
派
遣
が
１
月
31
日
を
も
っ
て
終
了
し
ま

し
た
。
５
月
か
ら
計
20
人
の
方
が
、
道
路
整
備
課

や
都
市
政
策
課
で
尽
力
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

島
根
県
松
江
市
の
職
員
の
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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国
民
年
金

だ 
よ 
り

第
３
号
被
保
険
者（
第
２
号
被
保
険
者
に
生
計
維
持

さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）の
年
収
が
１
３
０
万
円
以
上
に

な
る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
や
、
配
偶
者
で
あ
る
第
２
号

被
保
険
者
が
退
職
し
て
厚
生
年
金
保
険
等
の
加
入
者
で

な
く
な
っ
た
場
合
、
第
３
号
被
保
険
者
は
第
１
号
被
保

険
者
に
な
り
ま
す
。
こ
の
届
け
出
が
漏
れ
て
い
る
と
、

実
際
に
は
第
１
号
被
保
険
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
第
３
号
被
保
険
者
の
ま
ま
年
金
記
録
が
管
理
さ
れ

て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す（
第
３
号
被
保
険
者
記
録

の
不
整
合
期
間
）。

届
け
出
漏
れ
の
記
録
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

将
来
年
金
を
請
求
す
る
際
に
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
本

来
の
第
１
号
被
保
険
者
期
間
に
記
録
訂
正
が
行
わ
れ
ま

す
の
で
、
保
険
料
未
納
と
な
っ
て
年
金
額
が
減
額
と

な
っ
た
り
、
年
金
受
給
資
格
期
間
が
な
く
な
り
無
年
金

者
と
な
っ
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
日
本
年
金
機
構
で
は
、
過
去
２
年
以
内

に
第
３
号
不
整
合
記
録
が
判
明
し
た
人
に
つ
い
て
、
不

整
合
期
間
を
本
来
の
第
１
号
被
保
険
者
期
間
へ
変
更

し
、
変
更
後
の
年
金
記
録
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

第
１
号
被
保
険
者
期
間
へ
変
更
し
た
こ
と
に
よ
り
保

険
料
の
納
付
が
必
要
と
な
っ
た
期
間（
過
去
２
年
以
内
）

に
つ
い
て
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
金
融
機

関
な
ど
で
保
険
料
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐

１
１
６
５
）、
保
健
年
金
課
国
保
年
金
担
当（
☎
282
局

１
７
１
１ 

内
線
１
１
３
３
）

国
民
年
金
の
第
３
号

不
整
合
問
題

の
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

特
に
行
事
の
事
前
の
話
し
合
い
で
は
、
ど
う
す

れ
ば
よ
り
良
い
企
画
に
な
る
の
か
を
考
え
ま
し

た
。
回
を
重
ね
る
う
ち
に
、
ど
の
よ
う
な
企
画
を

す
れ
ば
行
事
に
参
加
す
る
小
学
生
が
楽
し
ん
で
く

れ
る
の
か
が
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

行
事
当
日
、
企
画
を
披
露
し
、
参
加
し
た
小
学

生
が
楽
し
ん
で
い
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
た
と

き
は
、
自
分
も
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
行

事
終
了
後
に
は
小
学
生
が「
楽
し
か
っ
た
よ
」と
言

い
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
と
て
も
う
れ
し
く
、
達

成
感
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
自
分
の
活
動
に
自
信

を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
東
海
村
高
校
生
会
に
は
５
人
の
１
年
生

が
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
通
し
て
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
学
び
、
今
で
は
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
分

野
を
持
っ
て
お
り
、
高
校
生
会
の
一
員
と
し
て
一

生
懸
命
活
動
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
入
会
し
た

当
時
よ
り
も
成
長
し
て
い
る
と
は
思
い
ま
す
が
、

も
っ
と
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
、
自
分
以
上
に
活

躍
で
き
る
立
派
な
上
級
生
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

僕
は
高
校
生
会
に
入
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
で
き

る
こ
と
は
違
っ
て
い
て
も
、
皆
で
協
力
し
て
取
り

組
む
こ
と
で
必
ず
良
い
活
動
が
で
き
る
の
だ
と
深

く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
は
高
校
生

活
最
後
の
１
年
に
な
り
ま
す
。
自
分
も
こ
の
高
校

生
会
で
も
っ
と
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
思
い
出
に

残
る
１
年
に
し
た
い
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

小
学
生
の
頃
、
僕
は「
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」と

「
友
情
の
船
」に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
自
分

た
ち
を
リ
ー
ド
し
て
く
れ
た
高
校
生
の
様
子
を
見

て
、
自
分
も
あ
ん
な
ふ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
、

高
校
に
入
学
し
て
す
ぐ
に
東
海
村
高
校
生
会
に
入

会
し
ま
し
た
。

１
年
生
の
時
は
、
あ
ま
り
活
動
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に
協
力
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
時
期
の
こ
と
を
考

え
る
と
、
後
悔
す
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

２
年
生
に
な
る
と
、
自
分
と
同
じ
学
年
の
仲
間

は
多
く
の
経
験
を
積
ん
で
い
る
の
に
自
分
に
は
そ

れ
が
な
く
、
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
分
か
ら
な
く

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
自
分
に
も
で
き
る
こ
と

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
な
る
べ
く
多
く

東海村高校生会に入って

木
こ わ た

幡　真
ま さ ゆ き

之石神外宿

エッセー頑張る

今どきの
青少年

ＶＯＬ .  １３１

県立東海高等学校２年
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こんにちは！
村立東海病院です

寒い日が続きますが、梅の咲く季節となり、春の足音も感じられる時期となりまし
たね。その一方で、風邪症状、インフルエンザ、ノロウイルスなどがはやっています。
今回は当院小児科について、小児科科長の川井伸が紹介します。

地域の一般小児科を担っています
私たち村立東海病院小児科は、東海村周辺の子どもたちの健康に何か問題があったとき、まず最初に相

談できる小児科の一つとして活動しています。病院での一般外来、予防接種･乳幼児健診外来の他に、地
域保健活動（乳幼児集団健診･予防接種）や学校保健活動にも、地域医療を担う一員として参加しています。

普通の風邪の中に
小児科一般外来を訪れる子どもの多くは、急性ウイルス感染症――いわゆる普通の風邪の患者さんで

す。人間に本来備わっている、病原体と戦う力で自然に回復できる状態であれば、病気への対応は看護
中心でよく、医療の出番はさほどありません。しかし、患者さんによっては、さらに病状が悪化し続けたり、
風邪ではない病気で具合の悪い場合もあります。
５日以上続く発熱や犬がほえるような深い咳

せき

、視線が合わない、おしっこが出ない、理解できないお
かしなことを言う等の症状は要注意です。特に自分の状態をうまく表現できない乳幼児の場合は「母乳を
吸う力が弱い」「何となく普段と違う」「風邪にしても元気がない」といった、いつもその子を見ている養育
者の観察力が重要になります。
そのような患者さん･養育者の訴えに耳を傾け、風邪におさまらない病気を見逃すことがないよう、適
切に医療を行っていきたいと考えています。

いつまでが小児科？
子どもの主な特徴として、成長期にあるということが挙げられます。身体的には、生まれた時との比

較で、身長で３倍以上、体重で15倍以上にも成長します。精神的な発達は生涯にわたり続くものですが、
特に子どもの時期の発達には重要なものがあります。小児科は発達の過程にある子どもを診ていく所
であり、小児科医はそのためのトレーニングを積んでいます。少なくとも身体的成長が続いている間は、
できるだけ小児科とお付き合いしていただけたらいいなと考えています。
多くの方にとって小児科とのお付き合いは、風邪にかかった時と、予防注射で痛い思いをする時く

らいかと思います。けれど、その短いふれあいの中でも、子どもの健やかな成長を見守り手助けして
いきたいと私たちは考えています。

村立東海病院小児科科長　川井　伸

問い合わせ●村立東海病院（☎282-2188）、保健年金課地域医療担当（☎287-0899）

小児科を紹介します

今回は、人間ドックのオプション検査「甲状腺検査」を紹介します。
【甲状腺検査】

甲状腺とは、喉仏の下方にある内分泌器官のことで、体内のエネルギー代謝や自律神経をコントロー
ルする大切なホルモンを分泌しています。

最近、発汗が異常に多い、脈拍が急に速くなった、食べても体重が減少する、全身にむくみ（浮腫）
が出てきた等の症状がある場合、甲状腺異常の可能性があります。

甲状腺検査では、甲状腺がどのくらい機能しているのか、分泌機能に異常がないかを調べるために、
血液中の甲状腺ホルモンを検査します。費用は5,660円です。ご希望の方は、人間ドックの申込時に
申し出てください。
●問い合わせ　村立東海病院健診直通（☎282-2614）

健診室からのお知らせ
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具体例

平手打ちをする、殴る、蹴る、つねる、無理
やり食事を口に入れる、ベッドに縛り付ける、
部屋に閉じ込める等

必要な食事を与えない、入浴をさせない、介
護サービスを利用させない、病気の放置、劣
悪な住環境で生活させる等

性的な言葉を掛ける、裸にして放置する、わ
いせつな行為を強要する等

怒鳴る、ののしる、失敗をあざけり恥をかか
せる、侮辱を込めて子どものように扱う、話
し掛けを無視する等

生活に必要な金銭を渡さない、預貯金を無断で
管理･使用する、不動産等を無断で売却する等

定義

高齢者の身体に外傷が生じるまたは生
じるおそれのある暴行を加えること

高齢者を衰弱させるような著しい減食。
または長時間の放置、同居家族の虐待
行為の放置など、介護を著しく怠ること

高齢者にわいせつな行為をすること、
または高齢者にわいせつな行為をさせ
ること

高齢者に対する著しい暴言、または著
しく拒絶的な対応など、高齢者に著し
い心理的外傷を与える言動を行うこと

高齢者の親族等が当該高齢者の財産を
不当に処分すること、その他不当に財
産上の利益を得ること

虐待の種類

身体的虐待

介護･世話の

放棄･放任

性的虐待

心理的虐待

経済的虐待

●
問
い
合
わ
せ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局
２
５
１
６
）

村
で
は
農
薬
や
化
学
肥
料
に
依

存
し
な
い
有
機
農
業
の
普
及
啓
発

を
図
る
た
め
に
、
有
機
農
業
セ
ミ

ナ
ー
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
茨
城
大
学
の
成な

り
さ
わ
か
ず
ひ
こ

澤
才
彦

さ
ん
を
講
師
と
し
て
、エ
ン
ド
フ
ァ

イ
ト（
植
物
共
生
菌
）の
働
き
に
つ

い
て
の
講
演
会
を
予
定
し
て
い
た

の
で
す
が
、
震
災
の
影
響
に
よ
り

中
止
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ

の
後
問
い
合
わ
せ
が
相
次
ぎ
、
講

演
会
中
止
を
惜
し
む
意
見
が
数
多

く
寄
せ
ら
れ
た
た
め
、
今
回
あ
ら

た
め
て
成
澤
さ
ん
を
お
迎
え
し
て

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

エ
ン
ド
フ
ァ
イ
ト
と
は
、
植
物
の
内
部
に
寄
生
す
る
菌

類
の
こ
と
で
、
植
物
に
必
要
な
養
分
を
土
壌
か
ら
供
給
す

る
ば
か
り
で
な
く
、
植
物
の
病
気
へ
の
耐
性
を
高
め
る
作

用
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
エ
ン
ド
フ
ァ
イ

ト
の
存
在
と
働
き
が
解
明
さ
れ
た
こ
と
で
、
今
ま
で
科
学

的
な
仕
組
み
が
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
自
然
農
法（
堆
肥･

農
薬
等
を
不
使
用
と
す
る
農
法
）を
分
析
す
る
手
掛
か
り
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

エ
ン
ド
フ
ァ
イ
ト
の
作
用
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
有
機
農

業
へ
の
興
味
や
関
心
が
一
層
深
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
講
演
会
の
詳
細
は
、
２
月
25
日
発
行
の「
広
報
と
う
か

い
」と
同
時
配
付
す
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
期
日　

３
月
17
日（
土
）

◆
時
間　

午
後
１
時
30
分
か
ら

◆
場
所　

東
海
村
研
究
交
流
プ
ラ
ザ

▼
問
い
合
わ
せ	

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー（
東
海
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト「
に
じ
の
な
か
」内 

☎
287
局
７
８
６
７
）

有 機 農 業 セ ミ ナ ー を 開 催 しま す

vol.31

菜 園 ナ ビ

チ
ャ
ン
ネ
ル

44

な
ご
み
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
紹
介
す
る

「
な
ご
み
チ
ャ
ン
ネ
ル
」。
今
回
は
、
高
齢
者
虐
待
に
つ

い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

高
齢
者
虐
待
は
、
高
齢
者
の
尊
厳
を
侵
す
深
刻
な
問

題
で
す
。
特
定
の
人
や
家
庭
で
起
こ
る
も
の
で
は
な
く
、

ど
こ
の
家
庭
で
も
起
こ
り
得
る
身
近
な
問
題
で
す
。
村
で

は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
内
）が
中
心
と
な
り
、保
健･

医
療･

福
祉
関
係
の
方
々

と
連
携
し
な
が
ら
高
齢
者
虐
待
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

●
高
齢
者
虐
待
と
は
？

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら「
高
齢
者
虐
待
の
防
止
、

高
齢
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
」

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
虐
待
を
受
け
た

高
齢
者
の
保
護
や
養
護
者
の
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
高

齢
者
の
権
利
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
高

齢
者
虐
待
の
種
類
と
し
て「
身
体
的
虐
待
」「
介
護･

世
話

の
放
棄･
放
任
」「
性
的
虐
待
」「
心
理
的
虐
待
」「
経
済
的

虐
待
」の
５
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
虐
待

の
行
為
が
意
図
的
で
あ
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、

高
齢
者
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場

合
は
、
虐
待
と
見
な
さ
れ
ま
す
。

●
早
期
発
見･

虐
待
防
止
の
た
め
に

高
齢
者
虐
待
は
、
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
策
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
相
談
者

の
情
報
は
守
秘
義
務
に
よ
り
守
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
匿
名

で
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
虐
待
に
気
が
付
い
た

方
は
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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東海村 東日本大震災～2011年３月11日14時46分18.1秒をふりかえる～

３月４日 (日 ) ～ 10日 (土 )（最終日は午後１時閉館）
東海村における震災の影響に関する調査報告を、“津波”

“液状化”などの記録を中心に紹介します。自然災害への対
策を考えるには、地域の自然環境を理解することが必要で
す。震災から１年を迎えるに当たり、地域や家族で防災に
ついてあらためて考えてみませんか。
関連イベントとして、調査員による報告会を４日（日）午

前10時30分から、たんぽぽの会による紙芝居「稲むらの火」
を４日(日)午前10時20分と午後２時、10日（土）午前10時
30分から開催します。

かけはし展Ⅱ
２月19日（日）～３月３日(土)（最終日は午後１時閉館）

震災の影響で延期となっていた「かけはし展Ⅱ」を開催し
ます。詩や作文、俳句等から得たイメージを、絵画や写真･
書･音楽･工芸等、それぞれが得意とする分野で表現します。
参加者は一般公募した６歳から70代まで約80人。地域の
方々の感性が光る作品をぜひご覧ください。
関連イベントとして、19日（日）午後２時から出展者に

よるギャラリートークや、童謡を唄う会「ゆりかご」による
コンサートを開催します。

ギ

ャ

ラ

リ

ー

Ａ

■開 館 時 間	 午前10時～午後７時
■場　　　所	 ＪＲ東海駅（駅舎１･２階）
■問い合わせ	 東海駅コミュニティ施設管理室（☎287-3680）

ＳＴＡＴＩＯＮ　ＧＡＬＬＥＲＹ

【
俳　

句
】

初
も
う
で
家
族
み
ん
な
で
手
を
合
わ
す

豊　

白　

中
島
エ
ミ
子

辰
年
は
平
和
で
あ
れ
と
願
う
の
み

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

復
旧
の
庇ひ

さ
し

の
横
に
花
八
ツ
手

東　

海　

佐
藤　

と
よ

な
が
ら
え
て
見
る
夢
あ
わ
し
明
の
春

南　

台　

渋
谷
ひ
ろ
し

湯
豆
腐
や
ゆ
げ
の
向
こ
う
に
夫
の
顔

緑
ヶ
丘　

田
中
ミ
ヤ
子

戸
を
閉
め
て
一
語
こ
ぼ
す
や
寒
の
星

村
松
北　

小
野
寺
紀
夫

寒
卵
温
き
い
の
ち
の
掌

豊　

白　

小
林　

久
男

日
溜
り
に
豆
む
き
な
が
ら
愚
痴
も
聞
く

船　

場　

畑　
　

耕
太

【
短　

歌
】

最
後
に
は
持
病
ま
で
も
が
お
互
い
の
自
慢

と
な
り
し
同
窓
会

白　

方　

根
本　

怜
子

瓦
礫
ま
だ
残
れ
ど
や
が
て
き
っ
と
来
る
我

が
故
里
は
緑
な
り
き
と

南　

台　

根
本
内
俊
男

年
明
け
て
日
本
列
島
手
を
つ
な
ぎ
明
日
に

向
け
て
竜
々
と

照　

沼　

佐
藤　
　

昇

健
や
か
に
い
る
し
あ
わ
せ
を
願
ひ
つ
つ
明

け
て
祈
ら
ん
老
い
た
る
二
人

村　

松　

高
橋　

正
弘

手
作
り
の
注し

め

な

わ

連
縄
を
張
る
氏
子
中
稲
荷
神

社
の
師
走
の
ひ
と
日船　

場　

舛
井
庫
之
助

生
コ
ン
の
ク
レ
ー
ン
の
音
せ
わ
し
か
り
わ

が
家
の
復
興
春
遠
か
ら
じ

内　

宿　

村
上　

文
江

ど
っ
さ
り
と
配
達
さ
れ
し
広
告
に
目
を
通

し
い
て
一
日
が
過
ぎ
ぬ

外　

宿　

小
林
美
代
子

雪
よ
り
も
冷
た
く
降
り
し
寒
し
ぐ
れ
い
つ

し
か
や
み
て
細
き
月
見
ゆ

緑
ヶ
丘　

佐
藤　
　

正

放
射
能
漏
れ
健
康
害
の
恐
れ
知
り
眠
れ
ぬ

ま
ま
に
雨
の
音
き
く須

和
間　

柴
山　

靖
子

天
地
荒
れ
心
哀
し
き
年
の
去
り
辰
年
の
春

希
望
の
夜
明
け

舟
石
川　

小
川
志
つ
江

や
す
ら
か
に
ま
こ
と
安
ら
か
に
生
終
へ
し

夫
の
姿
時
折
浮
か
ぶ村

松
北　

黒
澤　

孝
子

こ
と
し
又
友
よ
り
か
ぼ
す
頂
き
て
夫
は
秋

刀
魚
に
ふ
ん
だ
ん
に
絞
る

村　

松　

桜
井　

秀
子

●「
文
芸
と
う
か
い
」作
品
募
集

掲
載
を
希
望
す
る
方
は
、
は
が
き

に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
の

上
、
掲
載
を
希
望
す
る
号
の
発
行
１

か
月
前
ま
で
に
届
く
よ
う
に
楷
書（
読

み
に
く
い
漢
字
に
は
ル
ビ
を
付
け
て
）

で
作
品
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。
な
お
、

応
募
作
品
は
一
部
添
削
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み･

問
い
合
わ
せ

総
務
課
広
報
担
当（
〒
３
１
９
‐

１
１
９
２　

東
海
３
‐
７
‐
１　

内
線

１
３
１
６
）
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お知らせ ･ピック
ア
ッ
プ

役
場
の

いいいんんんふふふぉぉぉ
ょょょ

電話番号 ☎ 282-1711（代表）
ししし んんんーーーめめめ

平成 24年１月１日現在（前月比）
世帯数 14,470 世帯 （－６）
総人口 37,878 人　 （－ 25）

●人口と世帯数●

実施日時 第１・３木曜日 午後７時まで
【実施課】主な取り扱い業務※
【住民課】住民登録、印鑑登録、パスポー
トの交付、各種証明書･許可書の発行等

【保健年金課】保険や年金に関する各種
手続き、母子健康手帳の交付等

【社会福祉課】保育所の手続き、子ども
手当･児童扶養手当の申請等

【会計課】国税と県税を除く各種税金･使
用料等の支払い

【税務課】各種証明書の発行、村税納税
相談（要予約）

【水道課】上水道の手続き、上下水道料
金の支払いなど
※詳しくは、村公式ホームページをご覧ください。

●窓口業務時間延長●

●２月の休日診療●

診療時間 午前９時30分から午後２時まで※正午～午後１時を除きます。
期日 医療機関名 電話番号

11日（土）村立東海病院 282-2188
12日（日）久慈こどもクリニック 219-7303
19日（日）村立東海病院 282-2188
26日（日）尾形クリニック 282-4781
救急医療機関をお探しのときは ▼毎日…
24時間対応

茨城県救急医療情報コントロールセンター
（☎241-4199）
茨城子ども救急電話相談 ▼午前９時～午後
５時…日曜日･祝日･年末年始（12月29日～１
月３日）▼午後６時30分～11時30分…毎日

プッシュ回線の固定電話、携帯電話から
（☎#8000）
全ての電話から（☎254-9900）

●防災行政無線の内容が無料で聞けるテレホンサービス●

全ての電話から（☎0120-42-4848）

●２月の納付●

納期限 ２月29日（水）

納付
種別

固定資産税（第４期分）
国民健康保険税（第８期分）
後期高齢者医療保険料（第８期分）
介護保険料（第６期分）

暮
ら
し

「
と
う
か
い
環
境
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催

　

と
う
か
い
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員

会
が
企
画
し
た「
と
う
か
い
環
境
フ
ェ
ス

タ
」を
開
催
し
ま
す
。

期
日
▼
２
月
18
日（
土
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
▼
総
合
体
育
館

内
容
▼
団
体
や
企
業
に
よ
る
環
境
へ
の
取

り
組
み
内
容
の
展
示
、
も
っ
た
い
な
い
バ

ザ
ー
、
白
方
小
学
校
の
児
童
に
よ
る
環

境
発
表
と
金
管
部
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

入
場
料
▼
無
料

と
う
か
い
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委

員
会
事
務
局（
環
境
政
策
課
内 

内
線

１
４
５
３
）

利
用
期
間
▼
３
月
１
日（
木
）か
ら
１
年
間

場
所
▼
白
方･

豊
岡
地
内
の
畑
地

対
象
▼
村
内
在
住･

在
勤
の
方

募
集
区
画
▼
先
着
30
区
画
程
度

利
用
料
▼
１
区
画
当
た
り
３
０
０
０
円
／

年（
１
区
画
約
50
平
方
メ
ー
ト
ル
）

・

２
月
17
日（
金
）以
降（
月
曜
日
を

除
く
）の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
に
、
利
用
料
と
印
鑑
を
持
参
の

上
、農
業
支
援
セ
ン
タ
ー（
東
海
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト「
に
じ
の
な
か
」内 

☎
287
局
７
８
６
７
）へ
申
し
込
み
く
だ

地
元
の
熟
練
農
家
を
は
じ
め
、
茨
城
県

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
や
全
国
農
業
協

同
組
合
連
合
会（
Ｊ
Ａ
）等
の
指
導
に
よ
る

講
義
と
実
習
を
通
し
て
、
農
産
物
の
栽
培

か
ら
直
売
所
に
出
荷
す
る
ま
で
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
学
び
ま
す
。

期
間
▼
４
月
か
ら
平
成
25
年
３
月
ま
で
の

１
年
間（
毎
週
１
回
程
度
開
講
）

場
所
▼
講
義
…
Ｊ
Ａ
東
海
会
館
ほ
か　

実

習
…
村
内
の
農
地

対
象
▼
村
内
在
住
で
農
業
を
始
め
よ
う
と

考
え
て
い
る
方

定
員
▼
先
着
30
人

募 集

「
新
規
就
農
者
確
保
育
成
事
業
」

受
講
生
募
集

募 集

家
庭
菜
園
の
利
用
者
募
集

受
講
料
▼
無
料

・

２
月
13
日（
月
）以
降
に
、
Ｊ
Ａ
ひ

た
ち
な
か･

東
海
営
農
セ
ン
タ
ー（
☎
282

局
０
２
０
３
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

さ
い
。
※
１
人
３
区
画
ま
で
申
し
込
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
東
海
村
み
ど
り
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」を
開
催

　

村
で
は
、
み
ど
り
の
保

全
と
活
用
に
つ
い
て
考

え
る｢

東
海
村
み
ど
り
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」を
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

期
日
▼
２
月
24
日（
金
）

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
か
ら

場
所
▼
２
０
１･

２
０
２
委
員
会
室（
役
場

議
会
棟
２
階
）

対
象
▼
村
内
在
住･

在
勤
の
方

内
容
▼
意
見
交
換
会「
前
谷
津
地
区
の
こ

れ
か
ら
を
考
え
よ
う
」

参
加
費
▼
無
料

都
市
政
策
課
緑
化
推
進
担
当（
内
線

１
２
４
３
）※
事
前
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。
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…申し込み　 …問い合わせ　 …ファクシミリ　 …ホームページ　 …電子メール

肝
炎
治
療
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す

　

村
で
は
、
肝
炎
治
療
を
受
け
て
い
る
方

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
治
療

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
治
療
▼
▽
Ｂ
型･

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
の
除
去
を
目
的
と
し
た
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
治
療
▽
核
酸
ア
ナ
ロ
グ
製
剤

に
よ
る
保
険
適
用
の
治
療

対
象
者
▼
村
内
在
住
で
平
成
23
年
４
月
以

降
に
、
茨
城
県
肝
炎
治
療
費
助
成
事
業

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
方

助
成
額
▼
肝
炎
治
療
に
要
し
た
月
額
費
用

（
自
己
負
担
上
限
額
を
限
度
）の
２
分
の

１
を
助
成
し
ま
す
。

・

保
健
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の「
肝

炎
治
療
費
助
成
金
交
付
申
請
書
」に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
▽「
自
己
負
担
上

限
額
管
理
表
」の
写
し
▽
口
座
番
号
が
分

か
る
も
の
―
―
を
持
参
の
上
、
保
健
セ

ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
※
▽「
肝
炎
治
療
費
助
成

金
交
付
申
請
書
」は
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
▽

茨
城
県
肝
炎
治
療
費
助
成
事
業
に
つ
い

て
は
、
ひ
た
ち
な
か
保
健
所（
☎
265
局

５
５
１
５
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

健
康･

医
療

不
妊
治
療
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す

　

村
で
は
、
不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
方

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
治
療

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
治
療
▼
体
外
受
精
、
顕
微
授
精

対
象
者
▼
▽
夫
婦
の
い
ず
れ
か
が
村
に
住

所
を
有
す
る
▽
平
成
23
年
４
月
以
降
に
、

茨
城
県
不
妊
治
療
費
補
助
金
の
交
付
決

定
を
受
け
て
い
る
―
―
を
満
た
す
方

助
成
額
▼
不
妊
治
療
に
要
し
た
費
用（
受

診
等
証
明
書
の
領
収
金
額
）か
ら
県

の
補
助
金
を
差
し
引
い
た
額（
上
限

７
万
５
０
０
０
円
／
回
）※
年
間
２
回

（
初
年
度
は
３
回
）ま
で
助
成
し
ま
す
。

・

保
健
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の「
不
妊

治
療
費
助
成
金
交
付
申
請
書
」に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
▽「
茨
城
県
不
妊
治
療

費
補
助
金
交
付
決
定
通
知
書
」の
写
し
▽

「
茨
城
県
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
受
診

等
証
明
書
」の
写
し
▽
印
鑑
▽
口
座
番
号

が
分
か
る
も
の
―
―
を
持
参
の
上
、
保

健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
※
▽「
不
妊
治
療
費

助
成
金
交
付
申
請
書
」は
村
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
茨
城
県
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
に
つ

い
て
は
、
ひ
た
ち
な
か
保
健
所（
☎
265
局

５
５
１
５
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
宮
頸
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診
、

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
を
実
施
し
ま
す

期
日
▼
２
月
14
日（
火
）･

15
日（
水
）･

18

日（
土
）･

22
日（
水
）･

23
日（
木
）･

24
日

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

村
で
は
、
日
本
赤
十
字
社
な
ど
と
協
力
し

て
、
献
血
バ
ス
に
よ
る
献
血
を
実
施
し
ま
す
。

期
日
▼
２
月
17
日（
金
）

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま

で（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

場
所
▼
役
場
行
政
棟
東
側
玄
関
ロ
ビ
ー

期
日
▼
２
月
29
日（
水
）

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所
▼
東
海
村
研
究
交
流
プ
ラ
ザ

定
員
▼
先
着
２
０
０
人

内
容
▼
①
東
海
村
の
試
み
で
あ
る「
知
的

障
が
い
者
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｕ
Ｐ
雇
用
事
業
」

の
紹
介　

②
講
演 

演
題
…「
幸
せ
な
人

生
は
人
の
役
に
立
つ
こ
と
～
知
的
障
害

者
に
導
か
れ
た
企
業
経
営
か
ら
～
」 

講

師
…
大
山
泰
弘

さ
ん（
日
本
理

化
学
工
業
株
式

会
社
会
長
）

入
場
料
▼
無
料

そ
の
他
▼
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
村

内
の
障
が
い
者
施
設
に
よ
る
物
品
販
売

（
正
午
～
午
後
１
時
20
分
）も
行
い
ま
す
。

・

２
月
22
日（
水
）ま
で
に
、
な
ご

み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局

２
５
２
５
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
ン
ド
」を
開
催

「
東
海
村
障
が
い
者
雇
用
促
進
講

演
会
」を
開
催

福
祉

持
参
す
る
も
の
▼
①
自
動
車
運
転
免
許
証

等
の
身
分
を
証
す
る
も
の（
初
め
て
献

血
を
す
る
方
と
過
去
の
献
血
で
本
人
確

認
が
済
ん
で
い
な
い
方
の
み
）　

②
献
血

手
帳･

献
血
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方
の
み
）

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）

（
金
）･

25
日（
土
）･

27
日（
月
）･

28
日

（
火
）、
３
月
１
日（
木
）･

２
日（
金
）･

３

日（
土
）･

６
日（
火
）･

７
日（
水
）

受
付
時
間
▼
午
前
９
時
～
10
時　

午
後
０

時
30
分
～
１
時
30
分

場
所
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
子
宮
頸け

い

が
ん
検
診
…
村
内
在
住
で

20
歳
以
上
の
女
性　

乳
が
ん
検
診
…
村

内
在
住
で
30
歳
以
上
の
女
性　

骨
粗

し
ょ
う
症
検
診
…
村
内
在
住
で
30
歳
、

35
歳
、
40
歳
、
45
歳
、
50
歳
、
55
歳
、

60
歳
、
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
の
女
性（
平

成
24
年
３
月
31
日
現
在
）

そ
の
他
▼
▽
本
年
度
中
に
、
子
宮
頸
が
ん

検
診･

乳
が
ん
検
診
を
医
療
機
関
で
受

け
た
方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。
▽
女
性

特
有
の
が
ん
検
診（
子
宮
頸
が
ん･

乳
が

ん
検
診
）の
ク
ー
ポ
ン
券
を
ま
だ
使
用

し
て
い
な
い
方
は
、
今
回
の
検
診
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

・

転
入
等
に
よ
り
申
し
込
み
を
し
て

い
な
い
方
で
検
診
を
希
望
す
る
方
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

大山泰弘さん
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業
務
内
容
等
▼

期
日
▼
２
月
17
日（
金
）

時
間
等
▼
①
式
典（
午
後
１
時
20
分
か
ら
）

…
教
育
分
野
に
お
け
る
功
績
者
の
表
彰

等　

②
発
表（
午
後
２
時
10
分
か
ら
）

…
東
海
村
小･

中
学
校
平
和
大
使
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
広
島
で
感
じ

た“
平
和
”へ
の

思
い
」　

③
記

念
講
演（
午
後

東
海
村
教
育
振
興
大
会
を
開
催

そ
の
他

募 集

ど
ん
ぐ
り
学
童
ク
ラ
ブ
の
指

導
員
を
募
集
し
ま
す

職
種
等
▼
舟
石
川
小
学
校
児
童
の
授
業
終

了
後
に
お
け
る
健
全
育
成
に
従
事
す

る
指
導
員（
若
干
名
）

雇
用
要
件
▼
▽
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
▽

児
童
福
祉
施
設
の
職
員
を
養
成
す
る

学
校
を
卒
業
し
た
▽
保
育
士･

社
会
福

祉
士
の
資
格
を
有
す
る
▽
幼
稚
園･

小

業務内容等 雇用要件

① 事務局で事務補助業務等
（週38時間45分勤務）

▼パソコン（ワード･エクセル）の基
本的な操作ができる▼普通自動車
運転免許を有する――を満たす方

② 児童センターで事務補助業
務等（週38時間45分勤務）

普通自動車運転免許を有する方
（▼保育士▼幼稚園教諭▼小･中
･高等学校教諭――のいずれか
の資格を有することが望ましい）

③
障害者センターで通所者
の生活介護や自立訓練の
支 援 業 務（週38時 間45分
勤務）

普通自動車運転免許を有する方
（ヘルパー２級以上の取得者ま
たは障がい者（児）施設で勤務経
験のある方が望ましい）

④ ヘルパーステーションで訪
問介護業務（週20時間勤務）

訪問介護員養成研修と介護員養
成研修２級課程以上修了の方

「
東
海
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

使
用
料
減
免
認
可
団
体
証
」の
更
新

　

現
在
ご
使
用
に
な
っ
て
い
る「
東
海
村

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
使
用
料
減
免

認
可
団
体
証
」の
有
効
期
限
は
３
月
31
日

（
土
）ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
４
月
以
降

も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
使
用
料
の
減

免
を
希
望
す
る
団
体
は
更
新
の
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

自
治
推
進
課（
役
場
行
政
棟
２
階
）ま
た

は
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
備
え
付

け
の「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
使
用
料

減
免
申
請
書
」に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

団
体
の
規
約（
会
則
）と
会
員
名
簿（
住

所･

氏
名･

電
話
番
号
の
記
載
が
あ
る
も

の
）を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

自
治
推
進
課
自
治
推
進
担
当（
内
線

１
２
７
２
）

　

鑑
賞
の
機
会
が
少
な
い
本
物
の
文
化･

芸

術
ジ
ャ
ン
ル

“
オ
ペ
ラ
”
の

公
演
を
ご
家

族
で
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
２
月
25
日（
土
）

時
間
▼
午
後
２
時
開
演

場
所
▼
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料
▼
一
般（
高
校
生
以
上
）
…

１
０
０
０
円
／
人　

中
学
生
以
下
…

５
０
０
円
／
人（
全
席
指
定
）※
未
就
学

児
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
他
▼
保
育
サ
ー
ビ
ス（
１
０
０
０
円

／
人
）を
ご
希
望
の
方
は
、
２
月
18
日

（
土
）ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・

東
海
文
化
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局

８
５
１
１
）

か
ぞ
く
で
楽
し
む
芸
術
鑑
賞
会･

オ
ペ
ラ「
ピ
ノ
ッ
キ
オ
」を
開
催

教
養･

ス
ポ
ー
ツ

教
育

募 集

東
海
村
社
会
福
祉
協
議
会

臨
時
職
員
等
募
集

中
学
校
教
諭
の
資
格
を
有
す
る
―
―

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

勤
務
日
時
▼
原
則
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
の
午
後
１
時
30
分
～
６
時
30
分

（
時
間
外
勤
務
あ
り
）※
土
曜
日
と
祝
日

に
勤
務
を
要
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

勤
務
場
所
▼
ど
ん
ぐ
り
学
童
ク
ラ
ブ（
舟

石
川
小
学
校
に
隣
接
）

ど
ん
ぐ
り
学
童
ク
ラ
ブ（
☎
０
８
０
‐

２
３
３
４
‐
９
１
１
７
）

２
時
30
分
か
ら
）…「
育
て
た
よ
う
に
子

は
育
つ
～
父 

相
田
み
つ
を
の
書
と
言

葉
～
」（
相
田
一か

ず
ひ
と人
さ
ん･

相
田
み
つ
を

美
術
館
館
長
）

場
所
▼
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料
▼
無
料

学
校
教
育
課
企
画
総
務
担
当（
内
線

１
４
１
７
）

育
児
講
話「
聞
く
だ
け
で
楽
し
く

な
る
孫
育
て
」を
開
催

期
日
▼
３
月
５
日（
月
）

時
間
▼
午
後
１
時
～
２
時 

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー｢
絆
」

対
象
▼
村
内
在
住･

在
勤
で
祖
父
母
の
方

定
員
▼
先
着
20
人

講
師
▼
服
部
智
子
さ
ん（
児
童
セ
ン
タ
ー
長
）

入
場
料
▼
無
料

・

児
童
セ
ン
タ
ー（
☎
306
局
１
０
１
７
）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

子
育
て

相田一人さん
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期
日
等
▼

時
間
等
▼
就
職
相
談
会
…
午
前
10
時
45
分

か
ら（
随
時
） 

面
接
直
前
セ
ミ
ナ
ー
…

①
午
前
10
時
45
分
か
ら　

②
午
前
11
時

30
分
か
ら　

就
職
面
接
会
…
午
後
１
時

か
ら
４
時
ま
で

対
象
▼
３
月
に
大
学
院･

大
学･

短
大･

高
専

･

専
修
学
校
を
卒
業
予
定
の
学
生
と
卒

業
し
て
か
ら
お
お
む
ね
３
年
以
内
の
方

…申し込み　 …問い合わせ　 …ファクシミリ　 …ホームページ　 …電子メール

水
戸
市
●
水
戸
の
梅
ま
つ
り

と
な
り
の
ま
ち
か
ら

　

季
節
和
ら
ぐ
早
春
に
咲
き
出
す
梅
花
の

茨
城
県
の
特
定
最
低
賃
金
改
定

の
お
知
ら
せ

　

特
定
の
産
業
に
従
事
す
る
労
働
者
と
そ

の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る
最
低
賃
金（
時

間
額
）が
平
成
23
年
12
月
31
日
に
改
定
さ

れ
ま
し
た
。

特
定
最
低
賃
金
▼

茨
城
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室（
☎

224
局
６
２
１
６
）

香
り
な
ど
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る「
水

戸
の
梅
ま
つ
り
」―
―
今
年
は
２
月
18
日

（
土
）か
ら
３
月
31
日（
土
）ま
で
、
偕
楽
園

や
弘
道
館
を
会
場
に
開
催
し
ま
す
。

主
な
催
し
な
ど
▼
期
間
中
の
日
曜
日（
観

梅
デ
ー
）…「
野
点
茶
会
」･

「
野
外
琴
の

会
」･

「
謡
と
仕
舞
の
会
」な
ど
の
イ
ベ

ン
ト　

３
月
３
日（
土
）…「
夜･

梅･

祭

（
よ
る
う
め
ま
つ
り
）」

そ
の
他
▼
徳
川
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
水
戸
市
見

川
１
‐
１
２
１
５
‐
１
）で
は
、
弘
道
館

１
７
０
年
記
念
展「
学
び
の
文
化
～
彰
考

館
と
弘
道
館
～
」、
企
画
展「
水
戸
徳
川

家
の
梅
ま
つ
り
Ⅱ
」も
開
催
さ
れ
ま
す
。

水
戸
の
梅
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務

局（
社
団
法
人
水
戸
観
光
協
会
内 

☎

224
局
０
４
４
１ 

http://w
w

w
.

m
itokoum

on.com
/

）

期　

日

場　

所

２
月
17
日

（
金
）
ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波

（
土
浦
市
城
北
町
２
‐
２
４
）

２
月
27
日

（
月
）
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸

（
水
戸
市
宮
町
１
‐
６
‐
１
）

業　
　

種

改
正
決
定
額

鉄
鋼
業

７
９
９
円

は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産

用
機
械
器
具
、
業
務
用
機

械
器
具
製
造
業

７
８
３
円

計
量
器･

測
定
器･

分
析
機
器

･

試
験
機･

理
化
学
機
械
器

具
、
医
療
用
機
械
器
具･

医

療
用
品
、
光
学
機
械
器
具･

レ
ン
ズ
、
電
子
部
品･

デ
バ
イ

ス･

電
子
回
路
、
電
気
機
械

器
具
、情
報
通
信
機
械
器
具
、

時
計･

同
部
分
品
製
造
業

７
７
６
円

各
種
商
品
小
売
業

７
５
０
円

「
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
ン
ド
」を
開
催

「
が
ん
ば
っ
ぺ
！
茨
城 

就
職
面
接
会
」

を
開
催

募
集
人
員
▼
①･

③
…
各
１
人
程
度　

②･

④
…
各
２
人
程
度

雇
用
期
間
▼
４
月
１
日
か
ら
１
年
間（
更

新
の
可
能
性
あ
り
）

賃
金
等
▼
賃
金
…
時
給
１
０
７
０
円（
④

の
み
時
給
１
２
０
０
円
）　

諸
手
当
…

通
勤
手
当　

福
利
厚
生
…
社
会
保
険
と

雇
用
保
険
に
加
入（
週
20
時
間
勤
務
者

は
雇
用
保
険
の
み
）

選
考
方
法
▼
面
接
試
験
、
作
文「
仕
事
を

す
る
う
え
で
、
必
要
な
心
構
え
と
は
」

（
８
０
０
字
程
度
）

試
験
日
▼
３
月
６
日（
火
）

・

東
海
村
社
会
福
祉
協
議
会（
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」内 

☎
282
局
２
８
０
４
）

備
え
付
け
の
申
込
書（
願
書･

履
歴
書
）に

必
要
事
項
を
記
入
し
顔
写
真
を
貼
り
付

け
、
雇
用
要
件
を
証
明
す
る
も
の
の
写

し
と
作
文
を
持
参
の
上
、
２
月
24
日（
金
）

ま
で（
土･

日
曜
日
を
除
く
）の
午
前
９
時

～
午
後
５
時
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
幹
部
候
補
生（
一
般･

技
術
）】

対
象
▼
20
歳
以
上
26
歳
未
満（
平
成
25
年

４
月
１
日
現
在
）の
方 

※
22
歳
未
満
は

大
学
を
卒
業（
見
込
み
を
含
む
）し
て
い

る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

試
験
日
程
▼
１
次
試
験
…
５
月
12
日

（
土
）、
飛
行
要
員
は
５
月
13
日（
日
）　

２
次
試
験
…
６
月
12
日（
火
）か
ら
15
日

（
金
）ま
で
の
指
定
す
る
１
日 

※
飛
行

募 集

自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す

要
員
の
み
３
次
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

受
付
期
間
▼
４
月
27
日（
金
）ま
で

【
予
備
自
衛
官
補（
第
１
回
）】

対
象
▼
一
般
公
募
…
18
歳
以
上
34
歳
未
満

の
方　

技
能
公
募
…
国
家
免
許
資
格
等

を
有
す
る
18
歳
以
上
の
方（
資
格
に
応

じ
て
年
齢
の
上
限
あ
り
）※
平
成
24
年
７

月
１
日
現
在
で
高
校
生
を
除
き
ま
す
。

試
験
日
程
▼
４
月
13
日（
金
）か
ら
16
日

（
月
）ま
で
の
指
定
す
る
１
日

受
付
期
間
▼
４
月
４
日（
水
）ま
で

【

・

】

　

自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部
水
戸
募

集
案
内
所（
☎
226
局
９
２
９
４ 

hq1-
ibaraki@

pco.m
od.go.jp 

http://
w

w
w

.m
od.go.jp/pco/ibaraki/

）

参
加
費
▼
無
料

茨
城
労
働
局
職
業
安
定
課（
☎
224
局

６
２
１
８
）※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
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発
行　

東
海
村　
　

編
集　

総
務
部
総
務
課　

〒
３
１
９
‐
１
１
９
２　

那
珂
郡
東
海
村
東
海
三
丁
目
７
番
１
号　

☎
０
２
９（
２
８
２
）１
７
１
１　
　

印
刷　

大
富
印
刷（
株
）

広
報 

と
う
か
い　
２
月
10
日
号

〈東海村公式ホームページ〉　　http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/

「広報とうかい」は、環境に配慮して「大豆インキ」と「古紙パルプ配合率100％再生紙」を使用しています。

わ
が
家
は
、
子
育
て
に
協
力
的
で
理

解
の
あ
る
優
し
い
夫
、
や
ん
ち
ゃ
で
妹

思
い
の
拓た

く

と斗（
５
歳
）、
食
べ
る
こ
と
と

キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
な
奏か

の

ん音（
２

歳
）、
そ
し
て
私
の
４
人
家
族
で
す
。

拓
斗
は
、
昨
年
幼
稚
園
へ
入
園
し
ま

し
た
が
、
入
園
す
る
ま
で
の
間
、
私
の
気

苦
労
は
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
、

初
め
て
の
子
の
入
園
と
い
う
こ
と
で
、
何

も
分
か
ら
ず
手
探
り
状
態
で
準
備
し
て

い
た
と
こ
ろ
に
あ
の
大
き
な
地
震
。
入
園

式
ま
で
に
準
備
を
整
え
ら
れ
る
か
、
幼

稚
園
は
大
丈
夫
な
の
か
な
ど
先
が
見
え

ず
不
安
で
し
た
。
さ
ら
に
、
親
元
を
離

れ
た
こ
と
が
な
い
拓
斗
は
幼
稚
園
で
集

団
生
活
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と
も
心

配
し
ま
し
た
。
入
園
時
期
は
若
干
遅
れ

ま
し
た
が
、
気
が
付
く
と
親
の
心
配
を

よ
そ
に
楽
し
く
登
園
す
る
拓
斗
の
姿
が

あ
り
ま
し
た
。
運
動
会
や
生
活
発
表
会

な
ど
、
全
て
が
初
め
て
で“
こ
ん
な
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
”と
し
み

じ
み
成
長
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
最
近

は
縄
跳
び
に
夢
中
で
、
練
習
を
重
ね
１

回
が
２
回
、
２
回
が
３
回
と
つ
ま
ず
き
な

が
ら
で
も
跳
べ
る
よ
う
に
な
り
、先
日「
マ

マ
ー
、
縄
跳
び
５
回
跳
べ
る
よ
う
に
な
っ

た
よ
ー
」と
う
れ
し
そ
う
に
報
告
し
て
く

れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

奏
音
は
、
イ
ヤ
イ
ヤ
期
の
真
っ
最
中
。

何
で
も
自
分
で
や
り
た
が
り
ま
す
。
思

う
よ
う
に
で
き
な
い
と
悔
し
く
て
泣
き

出
し
、
手
助
け
し
よ
う
と
す
る
と
さ
ら

に
泣
き
ま
す
。
朝
の
着
替
え
も
、
自
分

で
着
る
服
を
選
び
、
着
替
え
を
始
め

て
も
思
う
よ
う
に
な
ら
な
く
て
泣
き
出

し
、
手
助
け
し
よ
う
と
す
る
と
泣
き
な

が
ら
怒
り
ま
す
。
こ
の
様
子
を
見
て
い

る
と
私
は
イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

で
も
、
着
替
え
が
終
わ
り
、
笑
顔
で「
か

わ
い
い
？
」の
声
と
同
時
に
決
め
の
ポ
ー

ズ
を
見
せ
ら
れ
る
と
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い

た
こ
と
も
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
マ
マ

友
達
か
ら「
う
ち
も
そ
う
だ
っ
た
よ
。
大

丈
夫
。
今
だ
け
だ
よ
」と
言
わ
れ
る
と
自

分
だ
け
で
は
な
い
と
安
心
し
ま
し
た
。

家
族
が
笑
っ
て
楽
し
く
過
ご
せ
る
の

は
、
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る

私
た
ち
夫
婦
の
両
親
を
は
じ
め
、
マ
マ

友
達
、
幼
稚
園
や
長
堀
す
こ
や
か
ハ
ウ

ス
、
児
童
セ
ン
タ
ー
の
先
生
の
お
か
げ

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
、
大
き
な
心
を
持
っ
て
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
自
分
も
成
長
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

わ
が
家
の

子
育
て
奮
戦
記
●
表
紙
の[

ひ
と]

川か

わ

さ

き﨑 

真ま

ゆ

み

由
美

〈東海村公式ホームページ〉　　http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/

［No.804］

2・10
Bi-monthly Magazine
for The People of Tokai

2012年［平成24年］

February広報とうかい
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●ひたちなか市との広域的な
　消防業務の実施に向けて………３

「位置情報通知システム」の導入で
迅速な出動体制を図ります
●東海村介護保険事業の実施状況………４

介護保険料はどのように使われているの？
●県民交通災害共済に加入しましょう………６
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夢は…。“母のような看護師”
照沼小学校５年●小

お ば ら

原生
み う

羽
　私の将来の夢は、母のような看護師になることです。
病院で、母や母と一緒に働く看護師さんが、患者さん
に点滴したり、入院している人のおむつを交換したり、
ベッドのシーツを取り替えたりしている姿を見て思い
ました。病気を治そうと頑張っていたり、「ありがと
う」と声を掛けてもらったりするとうれしくなり、“早
く治って、退院できるように”とお願いするような気
持ちになると思います。
　このように人を支える仕事をするために、優しい言
葉遣いと身の回りの整理整頓ができるよう頑張ります。
　また私は、サッカー少年団と女子サッカーチームに所
属しています。練習はいつも厳しく大変ですが、「自分が
やりたいと言って始めたことは、最後までやり通せ」とい
う両親の言葉を胸に、“絶対に勝ちたい”という気持ちと
負けず嫌いの性格を生かしてプレーしたいと思います。

ぼくの夢
　わたしの夢

Dream-131

ちびっこ
美術館

●
ちゃん神

かんばら

原あさひ
“遠足”

　遠足の様子を描いてくれたあさひ
ちゃん（６歳）。「この絵はね、今から
何をする？ って話し合っているとこ
ろなんだよ」というあさひちゃん――
話し合いの結果、“卵の形の遊具”で
さまざまな遊びを楽しんだようです。

みぎわ
幼稚園


